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基準不適合状態にあると認める構造、装置又は性能の状況及びその原因 

原動機の点火コイルにおいて、材質が不適切なためコイルボディに亀裂が発生するものがある。そのため、当該コイル

の電圧が必要な点火電圧に到達せず、点火プラグが失火し排出ガスの基準値を超えるおそれがある。 

 

改善措置の内容 

全車両、点火コイルの部品番号を点検し、対象となるものは対策品と交換する。 
 
識別：車両識別プレートの下側に、黒色で直径5ｍｍ程度のマークを塗布する。 

また、点検整備記録簿の該当欄に「日付、走行距離、ワークショップスタンプと担当者名、リコールキャンペー

ン： 外－１５６２、Audi イグニッションコイル改修」と記入する。 

 

  

 

注：      は、点検、交換する部品を示す。

点火コイル 


